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１１月特別号

今年は世界的な新型コロナウイルス感染症の拡大で世界規模での混乱が生じた年でもありました。年の

瀬が近づき日常生活の中で火を取り扱う機会が増えてくると思いますが火の用心を心がけましょう。

　今年はコロナウイルスの影響により毎年11月～12月消防署で行っていた高齢者世帯防火査察を密集・

密接・密室を避けるため中止いたします。

　高齢者世帯防火査察は中止いたしますが、例年通り火の元の防火管理や住宅用火災警報器の設置、維

持、管理していただきますようよろしくお願いします。特にストーブの使用につきましてはストーブの

上に洗濯物を干さない、洗濯紐やポールを設置している場合には自宅だけでなく、親族や知人のお宅で

も注意していただくようお願いします。

２０２０年度全国統一防火標

　電気コードを物で挟んだり、絨毯の下敷きにするとコードへの圧力や熱のこもりにより電気コードが

段々と痛んでいき、初めは異常がなくても時間が経つことにより出火に至る場合があります。また、ト

ラッキング現象（コンセントとプラグの隙間にホコリが溜まり、そこに湿気を帯び電気が通ると発熱し、

発火する現象）も、冷蔵庫や棚など動かしにくい物の裏にあるコンセントで発生する可能性があります。

このような電気火災を予防するためにも電気コード等の点検・清掃を定期的に行いましょう。

　先日、本市において台所に収納していた消火器が破裂したと市民の方が、消防本部に消火器を持参しまし

た。

　幸い怪我はありませんでしたが調査したところ、リコール対象の製品であることが判明しました。本市でも公

式HPの防災・救急ページやラジオにて注意喚起を行っていたところですが消防かわら版でもお知らせします。な

お製品情報を下記に掲載しますのでご確認ください。

ヤマトプロテック株式会社　エアゾール式簡易消火器いずれも品質保証期間（缶の裏）がヤマトボーイK2005年1

月～2005年10月のものFMボーイKの2005年2月～2005年10月のものが対象です。詳しくはヤマトプロテックHPや登

別市HP防災・救急ページをご覧ください。
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火事と救急は１１９番　火災等の情報案内は８８-１５１５番
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８５－９６１１ ８５－２５５１

本紙に関するお問い合わせ・ご感想は登別市消防署警備グループ（８５－２５５１）までお願いします

　昨今の健康志向の高まりにより、健康寿命が延びているこ

とから本市の消防団員の年齢制限が緩和され、以前は１８歳

から４５歳程度だったものが１８歳から６０歳未満の方まで

入団することができるようになりました。以前は年齢制限に

より入団出来なかった方も今回の改正により入団することが

可能です。また消防団を退団する際の年齢制限は設けていな

いため６０歳で入団したからといってすぐに退団することに

はなりません。

　

一般住宅を除く建築物の消防法令
違反の大半は、建築確認申請をせ

ずに行った、増築や建物同士の接

続工事によるものです。増改築工

事の計画がある場合は必ず消防へ

事前相談するようお願いします。

住宅用火災警報器の維持管理について

住宅用火災警報器（以下住警器）は約１０年で本体内部が劣化すると言われています。「いざ」という

時に備えて点検をしておきましょう。

半年に１度以上はボタンを押す、またはひもを引いて作動確認をしましょう。

住警器の電池には寿命があり点検をしても音が鳴らない、異常がないのに警報器が鳴り続ける時は電池

切れの可能性があります。お手入れや点検、電池切れの対処は製品の取り扱い説明書をご確認ください。

住警器にホコリや蜘蛛の巣は付いていませんか？

住警器に付いている汚れはこまめに掃除しましょう。

住警器には、「単独型」と「連動型」があります。

単独型：火災を感知した住警器だけが警報を発します。

連動型：火災を感知した住警器だけでなく、連動設定を行っている全ての住警器が火災信号を受け警報

を発します。また連動型には無線式と配線によるものがあります。

令和２年度本市における住警器の設置率は７９．４％で全国平均の８２．６％よりも下回っています。

住警器を設置することで、火災発生時の死亡リスクや損失の拡大リスクの大幅な減少に繋がります。

まだ住宅用火災警報器を設置していないご家庭は早急に設置しましょう。　

消防団員の募集要項が変わりました　　　　　　　


